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法人（事業所）理念

支援方針

営業時間 送迎実施の有無

本
人
支
援

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援 移行支援

地域支援・地域連携 職員の質の向上

主な行事等

SPEC 作成日 2024 年 12 月 1 日

■～Mission～　 　
私たちは、関わる全ての人にとって「選んで良かったと思える企業」で在り続けます。選んでいただいたからには、責任を持って幸せを届ける存在でなければいけないと考えています。そのため
には、ステークホルダーの満足度・充実度の向上は必要不可欠です。 私たちの手が届く範囲だけでも幸せにできれば、自ずと幸せの輪は広がっていくと信じ、活動を続けていきます。

■～Vision～　　 　
私たちは、業界の「先駆者」となるべく、新しい常識を創ることを目指しています。エッセンシャルワーカーとしての責任を自覚し、プロ意識をより高く持ち、それに見合う報酬を実現するこ
と。そして、スタイリッシュで魅力的な存在でありたいと考えています。このVISIONの実現のために、時代の流れに沿ったビジネスモデルにより「進化を続ける企業」で在り続けます。

■～Value～　　
01.　質の高いサービスを提供する　　02.　どこよりも早く　　03.　一致団結する　　04.　感謝を伝える
05.　傾聴は信頼を築く　　　06.　自信を持ち、過信は疑え　　07.　手を挙げる勇気

10代の思春期を迎えた子どもたちを中心にリアルな社会体験を通した学びから創造力を育むことで就労の土台をつくる。

平日 13 時 0 分から 19 時 0 分まで

あり　　　　・　　　なし
祝

長期休暇 9 時 0 0 分から 17 時 0 0 分まで

支　援　内　容

・来所時のうがい手洗い・検温の徹底（健康管理）
・感染症や食中毒等、時期に合わせた注意喚起を促す（保護者への案内作成）
・生活リズムを整える一環として、SSTにて睡眠や食事の大切さを伝える（終礼時）

・屋外活動（自然に触れる事で、季節を感じる感覚、体を動かし体力向上を図る）
・アクセサリー作成（室内活動の一環・手先や色彩感覚を身に付ける）

・スケジュールの掲示（1日/ホワイトボード・1か月/掲示板にて）先の行動が解る事で時間の認識や精神の安定に繋げる
・小集団による活動（自己表現の訓練）
・活動の振り返り（活動中に自分又は他者の言動を観察し振り返る事で、集中力や分析力を身に付ける）

・活動開始と終了時の挨拶の徹底（コミュニケーションの意識付け）
・ルール決定（活動時のルールをユーザーに決定してもらい責任感を養う）

・自己の行動や感情のコントロールが出来るよう、その都度話を行い支援する
・社会参加（イベント等）を積極的に取り組み、社会に触れる機会を作る
・個別支援→個人の思いの聞き取りを行う事で、社会スキルを身に付ける

家庭連携：年2回の保護者との懇談会を行ない児童期、学齢期の成長・発達の心配
等、家族が抱える課題に対し、関係機関と連携してサポートする

・就労に向けて外部との関りを増やすため、製作した製作物を出品し外部販
売を行なっている。その際の、販売のお手伝いとして外部関係者との繋がり
やお客様との関りを増やしている
・就労継続支援事業所や一般企業への見学や体験実施

学校・障害福祉サービス事業所・相談支援事業所と連携し情報共有を行う。
（相談員とのモニタリング、担当者会議への参加など）

夏祭りなど季節に合わせた活動、保護者向けの事業活動開放、保護者懇談会

個別支援会議の実施・運営会議の実施　虐待防止に関する研修
BCP及びまん延防止に関する研修　泉佐野市事業所連絡会

支援プログラム（参考様式）

みんなを幸せにする

業界の新しい常識を創る

7つの価値基準を守る　

～社会を生き抜く力～

健康な生活習慣の促進や日常生活における基本的な動作や自立を促す

体を動かす機会を作り体力の向上を目指す。集団行動により共同への適正、自立を促す

認知の偏りに対する予防と状況に合わせた対応力を養う

適切なコミュニケーション能力の獲得や社会生活における関係性の向上を養う

ルールに合わせた行動をする事で、他者との関係の向上を図る


